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１１月１５日号

　
現
在
、
市
内
か
ら
の
1
1
9
番
通

報
は
、
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
で
受
信
し
て
い
ま
す
が
、　
月
　

12

13

日
牙
か
ら
、
千
葉
市
消
防
局
内
に
新

し
く
設
置
さ
れ
る
「
ち
ば
消
防
共
同

指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
受
信
さ
れ
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
災
害
対
応
力
の

強
化
と
指
令
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を

目
指
し
、 
印
西
地
区
消
防
組
合
を

含
め
た
千
葉
県
北
東
部
・
南
部
の
　20

消
防
本
部
管
内
の
1
1
9
番
の
共
同

受
信
と
出
動
指
令
を
行
う
た
め
に
設

置
さ
れ
ま
す
（
左
図
参
照
）。

　
本
格
的
な
運
用
開
始
は
平
成
　
年
25

4
月
で
す
が
、　
消
防
本
部
の
1
1

20

9
番
回
線
を
同
時
に
切
り
替
え
る
こ

と
が
困
難
な
た
め
、
印
西
地
区
消
防

組
合
は
　
月
　
日
に
切
り
替
わ
る
こ

12

13

と
と
な
り
ま
し
た
。

怯
通
報
の
方
法
は
変
わ
り
ま
せ

ん　
通
報
の
際
に
は
、
印
西
市
か
ら
の

　市では、夏の省エネルギー
や地球温暖化対策への取り組
み推進のため、グリーンカー
テンの設置を推進しました。
　また、昨年から実施してい
るグリーンカーテンコンテス
トでは、市民のみなさんから
も取り組みの報告がありまし
た。
　「去年の冷房設定温度より2
℃あげても十分涼しく過ごせ
ました」「西日が厳しく雨戸を
閉めていましたが、グリーン
カーテンのおかげでお部屋は
明るく節電できました」「電気
代は前年より25％節電となり
ました」「大好物のゴーヤチャ

ンプルをつまみに飲むビール
は最高！」などの声が寄せら
れました。
　みなさんの報告では、グ
リーンカーテンは、1,000円
程度から比較的手軽に作成が
可能。直接的な温暖化対策効
果や緑による癒し効果もある
ようです。
　環境にも家計にも優しい
「グリーンカーテン」。来年は
取り組んでみてはいかがで
しょうか。
※今回の応募作品は、市ホー
ムページ上で公開予定。
■問 環境保全課環境保全班（緯
内線364）。

通
報
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
　
ま
た
、
あ
わ
て
ず
左
記
の
内
容
に

つ
い
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
…
印
西
市
大
字
○
○
番
地
、

ま
た
は
近
く
の
目
標
物
。

【
例
】「
場
所
は
、
印
西
市
大
森
2
5

1
4
―
1
0
で
す
」

▼
救
急
…
病
気
や
け
が
の
状
況
、
性

別
、
年
齢
、
既
往
症
、
通
院
先
な
ど
。

▼
火
災
…
燃
え
て
い
る
も
の
、
燃
え

移
る
危
険
、
逃
げ
遅
れ
、
け
が
人
な

ど
。

■問 
印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（
緯
碓46 
9
9
8
1
）。

　
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

は
、
エ
コ
住
宅
の
新
築
、
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
を
し
た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト

が
発
行
さ
れ
、
被
災
地
の
産
品
、
製

品
な
ど
と
交
換
で
き
る
制
度
で
す
。

　
対
象
工
事
の
着
手
期
限
は
今
年
　10

月
末
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
が
、

ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
は
引
き
続
き
受

け
付
け
中
で
す
。

　
な
お
、
対
象
住
宅
の
住
所
が
被
災

　「
子
ど
も
た
ち
に
土
木
工
事
に
関

心
を
持
た
せ
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
千
葉
県
建
設
業
協
会
北
総
支
部

に
よ
る
重
機
体
験
学
習
が
、
去
る
　10

印
西
市 

神
崎
町 

東金市

長
柄
町 

八
街
市 

 成田市
市市

共同指令センター

消防署・分署など

１１９番通報

消防車などの出場

出動指令

　乾電池（充電式電池・ボタン型電池を
除く）、蛍光灯や水銀温度計は、有害ごみ
として、透明の袋、もしくは指定袋（燃
やさないごみ用）を使用する場合は、「有
害」と記入して出してください。
　充電式電池・ボタン式電池は、販売店
の回収ボックスをご利用ください。回収
ボックスに入らない大きさのコイン型電
池は、乾電池と同時に出してください。
　また、蛍光管は、割れを防ぐため、買
い替えた時の箱に入れ、割れた蛍光管は、
紙に包んで「蛍光管」と表示し、透明の
袋に入れて出してください。
　なお、LED電球は水銀が含まれており
ませんので、燃やさないごみとして出し
てください。ご協力をお願いします。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内
線383）。

ごみの分別大事典シリーズ⑧

ご存じですか 有害ごみの出し方

「
ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
開

 「
ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
の
運
用
開
始始

災
害
対
応
力
強
化
・
指
令
シ
ス
テ
ム
の

高
度
化
を
目
指
し
て

胸ちば消防共同指令センターの受信区域胸

通報をする時は慌て
ず正確な情報を！

　本年度、百歳を迎えるみなさんを、
板倉正直市長が訪問しました。
　みなさんの長寿を祝い、多年にわた
り社会の発展に寄与していただいたこ
とに感謝し、内閣総理大臣から祝い状
と記念品が、また市長から祝い金が贈
呈されました。
　なお、9月末現在、市内の百歳以上の
人は17人です。
■問 介護福祉課生きがい支援班（緯内線
272）。

百歳を迎える14人にお祝い

 「
復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」

 被
災
地
の
予
約
申
込
を
引
き
続
き
受
け
付
け
し
ま
す

地
（
印
西
市
を
含
む
）
の
場
合
に
限

り
、
ポ
イ
ン
ト
発
行
申
請
に
事
前
に

必
要
と
な
る
予
約
の
受
け
付
け
も
継

続
さ
れ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
ポ
イ
ン

ト
発
行
の
申
請
を
行
い
、
被
災
地
商

品
な
ど
と
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
へ
。

■問 
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局
（
緯

0
5
7
0
―
2
0
0
―
1
2
1
）。

碓伺 
注
意
…
通
話
料
金
は
有
料
で
す
。

グリーンカーテンコンテスト～ご応募ありがとうございました～

滑
板
倉
市
長
（
左
端
）

と
一
緒
に
お
祝
い
の
く

す
玉
を
割
る
「
み
ど
り

荘
」
の
み
な
さ
ん

 大
森
小
学
校
で
重
機
体
験
学
習

月
9
日
、
大
森
小
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
　
同
協
会
青
年
部
の
み
な
さ
ん
が
教

官
と
な
り
、
同
校
6
年
生
を
指
導
。

実
際
に
ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
や
高
所
作

業
車
、
測
量
機
な
ど
に
触
れ
、
使
い

方
を
学
び
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童

た
ち
は
、
初
め
て
乗
車
す
る
重
機
の

数
々
に
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

▲
葛
当
日
は
北
総
支
部
管
内
　13

社
の
建
設
業
者
の
み
な
さ
ん
が

指
導
に
当
た
り
ま
し
た

滑
寺
本
さ
ん

（
瀬
戸
）の
作
品

葛
手
賀
沼
土
地
改

良
区（
発
作
）

滑
嵐
田
さ
ん

（
高
花
）の
作
品

共同指令センタ共同指令センターー
（千葉市（千葉市））



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

電
話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
。

※
往
復
は
が
き
の
返
信
面
に
は
何
も

書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■問 
中
央
公
民
館
（
〒
2
7
0
―
1
3

2
7
・
大
森
3
9
3
4
―
1
・
緯
碓42 

2
9
1
1
）。

冬
の
子
ど
も
映
画
会

世
界
で
大
人
気
児
童
書
シ
リ
ー
ズ

「
マ
ジ
ッ
ク
・
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
」

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
～

12

10

30

（
開
場
　
時
）。

10

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■定 
4
6
0
人
（
先
着
順
）。

■費 
無
料
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
緯
碓42 
2

9
1
1
）。

家
庭
教
育
シ
ア
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
テ
ー
マ
に
即
し
た
教
材
を
鑑
賞
後
、

参
加
者
ど
う
し
で
意
見
交
換
な
ど
を

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
価
値

観
を
理
解
し
合
い
、
家
庭
教
育
の
充

実
を
図
る
講
座
で
す
。

■時 
■場 
■内 
…
左
記
参
照
。

■対 
家
庭
教
育
に
関
心
の
あ
る
人
。

役
所
。

■費 
1
台
に
つ
き
5
0
0
円
～
2
街
8

0
0
円
程
度
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
。

小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

                 ま
つ
り
2
0
1
2

　「
第
　
回
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま

15

つ
り
」（
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー

ク
ル
連
絡
協
議
会
主
催
）
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
協
議
会
加

盟
団
体
と
地
域
の
団
体
な
ど
が
参
加
。

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
の

活
動
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、

催
し
の
部
で
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
が

で
き
ま
す
。
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ま
つ
り
で

す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

11

24

10

5
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

10

3
時
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■内 
　
日
は
、
展
示
の
部
と
催
し
の
部

24
の
一
部
、　
日
は
発
表
の
部
を
加
え

25

た
3
部
門
。

■問 
小
林
公
民
館
（
緯
碓97 
0
0
0
3
）。

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
さ
よ
な
ら
孤
育
て
～
地
域

で
子
育
て
供
見
守
り
隊
僑
～
」

　
家
庭
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
子

育
て
・
孫
育
て
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

イ
ク
メ
ン
第
一
人
者
で
あ
る
村
上
誠

さ
ん
の
講
演
と
、
地
域
で
実
践
す
る

■定 
　
人
。

20
■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
緯
碓42 
2

9
1
1
）。

生
活
設
計
に
役
立
つ
！

暮
ら
し
に
身
近
な
金
融
と
経
済

　
今
後
の
生
活
設
計
に
役
立
つ
知
識

と
最
近
の
金
融
経
済
動
向
に
つ
い
て
、

専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
解
説
し
ま

す
。

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

12

13

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
。

噛
講
師
…
桶
田
勝
氏
（
元
日
本
銀
行

職
員
、
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

30
■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
緯
内

線
3
5
5
・
■メール k

e
ise
ik
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

計
量
器
（
は
か
り
）

　
　
　
　
定
期
検
査
を
実
施

　
本
年
度
は
、
計
量
法
の
規
定
に
基

づ
く
計
量
器
の
定
期
検
査
実
施
年
で

す
。
こ
の
検
査
は
、
2
年
に
1
回
実

施
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
て
、

商
店
・
工
場
・
病
院
・
学
校
な
ど
で

計
量
器
を
取
り
引
き
ま
た
は
証
明
に

使
用
し
て
い
る
人
は
、
必
ず
受
検
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
受
検
し
な
い
場
合
は
、
計

量
法
違
反
と
し
て
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■時 
臼
　
月
　
日
峨
渦
　
日
我
嘘
　
日

12

18

19

20

牙
、　
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～
午

21

10

30

後
3
時
。

■場 
臼
印
旛
支
所
渦
本
埜
公
民
館
嘘
市

み
な
さ
ん
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
し
て
考
え
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午

12

15

10

（
受
け
付
け
9
時
　
分
）。

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館

（
中
央
南
）。

噛
講
師
…
村
上
誠
氏
（
N
P
O
法
人

フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
理
事

供
イ
ク
ジ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
僑
リ
ー

ダ
ー
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

80
※
託
児
あ
り
（
1
歳
以
上
就
学
前
ま

で
の
児
童
　
人
程
度
・
　
月
　
日
画

10

11

30

ま
で
に
予
約
を
）。

■申 
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
4
・
■メール sim

in
k

atu
d
o
u
@
city
.in
zai.lg

.jp

）、

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
緯
0
4
3
―
2
5
2
―
8
0
3

6
・
■メール k

e
n
k
y
o
u
se
@
m
z.p
re

f.ch
ib
a.lg
.jp

）。

異
文
化
理
解
講
座
の
開
催

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習

慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

12

21

　
分
。

30■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

噛
講
師
…
キ
チ
ー
・
ス
ガ
イ
氏

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
）。

■費 
無
料
。
■定 
　
人
。

30

■申 
電
話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
左

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp
）。

図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
大
型
絵
本
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
た
の
し
い
お
は
な
し
を
用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
幼
児

か
ら
小
学
3
年
生
く
ら
い
で
、
入
場

無
料
で
す
。

小
林
図
書
館

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

12

11

■場 
小
林
公
民
館
。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

50
■問 
小
林
図
書
館
（
緯
碓97 
0
0
0
5
）。

大
森
図
書
館

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
前
　
時
～
。

12

11

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
。

■定 
1
0
0
人
（
先
着
順
）。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）。

パ
ソ
コ
ン
講
習
～
操
作
入
門
編
～

　
電
源
の
入
れ
方
や
マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
の
操
作
方
法
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
の
体
験
な
ど
初
歩

的
な
操
作
を
学
習
し
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
峨
～
　
日
画
・
午
前
9

12

11

14

時
　
分
～
　
時
　
分
。

30

12

30

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

18
■費 
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
実
費

分
）。

■申 
　
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

11

28

復
は
が
き
の
往
信
面
に
臼
住
所
渦
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
嘘
年
齢
唄
性
別
欝

平成２４年（２０１２）１１月１５日号（２）

な
り
ま
す
。

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行

い
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、　
月
9
日
蚊
・
午

12

前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
お
よ
び
午

前
　
時
か
ら
イ
ー
プ
ラ
ス（
■ＨＰ h

ttp

10

://e
p
lu
s.jp
/

）
で
発
売
開
始
。

残
券
が
あ
る
場
合
は
　
月
　
日
峨
・

12

11

午
前
9
時
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で

電
話
受
付
開
始
。

　
新
春
恒
例
の
い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ

ブ
。
　
出
演
者
は
嘉
門
達
夫
ほ
か
若
手
芸

人
。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
・
午
後
3

25

26

時
～
（
開
場
は
2
時
　
分
）。

30

■費 
3
街
0
0
0
円
（
全
席
指
定
、
発

売
初
日
の
み
1
人
4
枚
ま
で
）。

※
一
般
席
1
席
に
つ
き
3
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
1
人
ま
で
は
ひ
ざ
上
無
料
。

た
だ
し
、
座
席
を
ご
希
望
の
お
子
さ

ま
は
1
人
分
の
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
と

※
障
害
者
割
引
は
入
場
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
に
よ
る
確
認
を
行

い
ま
す
。
※
未
就
学
児
の
入
場
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、

イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s

.jp

）
で
発
売
中
。

胸
出
演
…
川
久
保
賜
紀
（
バ
イ
オ
リ

ン
）・
村
治
佳
織
（
ギ
タ
ー
）。

■時 
平
成
　
年
1
月
　
日
蚊
・
午
後
2

25

20

時
開
演
（
開
場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
一
般
3
街
0
0
0
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
か
ら
中
学
生
ま
で
）1
街
5

0
0
円
（
全
席
指
定
）。

1／20
（日）

川
久
保
賜
紀
＆
村
治
佳
織

デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切
れ

の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
電
話
予

約
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

ま
す
。

※
　
月
　
日
峨
・
午
前
9
時
か
ら
文

11

27

化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
で
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。

　
役
所
広
司
、
玉
木
宏
、
柄
本
明
、

柳
葉
敏
郎
ほ
か
出
演
。
成
島
出
監
督
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
（
開

12

16

場
は
1
時
　
分
）。

30

■費 
無
料
（
全
席
自
由
）。

　
た
だ
し
、
整
理
券
が
必
要
と
な
り

12／16
（日）

　
ミ
リ
映
画
会
　「
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
　

１６山
本
五
十
六
―
太
平
洋
戦
争
　
年
目
の
真
実
―
」

７０

１／２６
（土）

い
ん
ざ
い
爆
笑
ラ
イ
ブ

講
座
・
催
し

パート英

胸家庭教育シアターフォーラム胸
テーマ・上映作品会場日時

テーマ：
家庭教育と地域の支え
上映作品：「いのち輝くとき」

本埜公民館
12/5我・
10:00～
11:30

テーマ：人権・いじめ・差別
上映作品：
「メッセージ 私たちと人権」

小林公民館
12/19我・
10:00～
11:30

テーマ：
非行と向き合う
上映作品：「夜回り先生」

そうふけ
　　公民館

12/26我・
10:00～
11:30

写真は昨年の発表の模写真は昨年の発表の模様様
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

■費 
無
料
。

■他 
帽
子
、
軍
手
、
弁
当
、
飲
み
物
持

参
。
動
き
や
す
い
服
装
と
長
靴
。

■申 
　
月
　
日
牙
ま
で
に
、
往
復
は
が

11

29

き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
同
伴
者
全
員
の
氏

名（
子
ど
も
は
学
年
）を
明
記
し
、
左

記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
）、
亀
成
川
を
愛
す
る
会

（
■メール k

am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o

.co
.jp

）。

印
西
市
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
講
座

　
市
で
は
、
東
京
電
機
大
学
と
の
連

携
事
業
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
安
全
・
安
心
に
使
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ス
キ
ル
の
習
得
を
目
的
と
し
た

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■時 
　
月
6
日
牙
・
午
後
2
時
～
3
時

12
　
分
（
開
場
1
時
　
分
）。

30

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
。

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■定 
　
人
。

60
■費 
無
料
。

噛
講
師
…
東
京
電
機
大
学
学
生
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
、
F

11

30

A
X
、
E
メ
ー
ル
ま
た
は
電
子
申
請

で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

■問 
情
報
管
理
課
情
報
管
理
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
5
9
6
・
胃
碓42 

7
4
2
0
・
■メール jy

o
u
h
o
u
k
a@
ci

ty
.in
zai.lg

.jp

）。

北
総
・
京
成
・
新
京
成
・
東
武
鉄
道

4
社
合
同
ウ
オ
ー
ク

　
秋
風
を
受
け
な
が
ら
、
健
康
的
に

体
を
動
か
す
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

（３）平成２４年（２０１２）１１月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

■他 
着
物
一
式
を
持
参
。
お
持
ち
で
な

い
人
は
、
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
高
野
（
緯
碓97 
4
1
9
7
）・
山
内

（
緯
碓97 
5
3
3
5
）。

怯
第
　
回
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印

18

西
チ
ャ
リ
ィ
―
コ
ン
サ
ー
ト

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
6
時
　
分
～

11

24

30

（
開
場
6
時
）。

■場 
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印
西
（
大
森
）。

■問 
ホ
ワ
イ
ト
ヴ
ィ
ラ
印
西
・
加
藤

（
緯
碓42 
7
3
0
0
）。

怯
ジ
ョ
ギ
ン
グ
入
門

■時 
　
月
　
日
蚊
、　
日
華
・
午
後
1

11

18

23

時
　
分
～
3
時
　
分
。（
雨
天
室
内
、

30

30

2
回
の
内
容
は
変
更
）。

■場 
北
総
花
の
丘
公
園
・
花
の
緑
の
文

化
館
・
多
目
的
室
（
原
山
）。

■内 
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン

グ
。
噛
講
師
…
富
所
正
史
氏
（
元
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
）。

■定 
　
人
（
当
日
受
け
付
け
）。

20
■費 
2
回
分
1
街
5
0
0
円
。

■問 
富
所
（
■携 
0
9
0
―
9
6
4
6
―

1
2
2
5
）。

怯
印
旛
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
部
員
募
集

■時 
土
・
日
曜
日
、
祝
日
・
午
前
9
時

～
午
後
5
時
（
火
曜
日
は
午
後
7
時

～
9
時
）。

■場 
い
に
は
野
小
（
若
萩
）、
六
合
小

（
瀬
戸
）、
平
賀
小
（
平
賀
）。

■対 
市
内
お
よ
び
近
郊
在
住
の
小
学
1

年
～
5
年
生
の
男
女
。

■費 
月
額
1
街
5
0
0
円
。

■問 
細
田
（
緯
碓80 
3
2
3
2
）。

怯
第
４
の
革
命
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
自
主
上
映
会

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性

を
示
し
話
題
と
な
っ
て
い
る
ド
イ
ツ

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
―
映
画
。

■時 
　
月
9
日
蚊
・
午
後
2
時
～
5
時
。

12
■場 
船
穂
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。

■費 
無
料
。
■申 
不
要
、
託
児
応
相
談
。

■問 
太
陽
学
舎
・
黒
川
（
緯
碓85 
6
4
1

6
・
■メール h

o
t_in
zai@

m
ail.g

o
o

.n
e
.jp

）。

怯
犬
・
猫
譲
渡
会

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

11

25

11

2
時
。

■場 
B
Ⅰ
G
H
O
P
駅
前
ビ
レ
ッ
ジ
。

※
動
物
の
持
ち
込
み
不
可
。
動
物
の

引
き
取
り
は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
。

■問 
ど
う
ぶ
つ
福
祉
の
会
ア
ニ
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
・
ノ
ア
（
■ＨＰ h

ttp
://asn

o
ah
.n
o
o
r.jp
/

）。

怯
そ
う
ふ
け
っ
ぱ
ら
の
キ
ツ
ネ
に
出

会
う
里
山
散
策
シ
リ
ー
ズ「
第
３
回

亀
成
川
周
辺
の
紅
葉
と
歴
史
探
索
」

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

12

15

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
印
西
牧
の
原
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー
。

噛
講
師
…
佐
々
木
駿
介
氏
。

■定 
　
人
。
■費 
2
0
0
円
（
保
険
代
な

40
ど
、
中
学
生
以
下
無
料
）。

■申 
　
月
7
日
画
ま
で
に
電
話
ま
た
は

12
メ
ー
ル
で
左
記
へ
。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
・
事
務
局

（
■携 
0
9
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6

7
・
■メール k

am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah

o
o
.co
.jp

）。

怯
ケ
ビ
ン
さ
ん
と
歩
く
師
戸
川

農
家
の
作
っ
た
昼
食
付
き

■時 
　
月
　
日
華
・
午
前
9
時
～
午
後

11

23

3
時
（
雨
天
決
行
）。

■場 
印
西
牧
の
原
駅
改
札
口
集
合
。

■定 
　
人
。

50
■費 
大
人
1
街
0
0
0
円
、
中
学
生
以

下
5
0
0
円
（
保
険
料
・
昼
食
込
み
）。

■申 
　
月
　
日
俄
ま
で
に
、「
里
山
の

11

19

水
系
を
歩
く
パ
ー
ト
　
」
と
記
載
し
、

20

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
人
数
を

胃
・
メ
ー
ル
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
丹
澤
（
緯
／
胃
碓42 
4
1
4
3
・
■メール 

in
fo
@
rcn
-fo
ru
m
.o
g
r

）。

怯
雅
き
も
の
サ
ー
ク
ル
着
付
け

体
験
教
室

■時 
　
月
　
日
牙
・
午
前
　
時
～
正
午
。

11

22

10

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■定 
　
人
。
■費 
無
料
。

10

ス
ポ
ー
ツ

木
下
1
4
8
4
）。

■定 
　
人
。

10
■費 
無
料
（
資
料
代
各
回
5
0
0
円
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
・
宇
野
（
■携 
0

9
0
―
2
5
4
0
―
4
7
8
8・

■ＨＰ 

h
ttp
://k
io
ro
sh
im
ach
iju
k

u
.w
e
b
.fc
2
.c
o
m
/
・

■メール m
a
c

h
iju
k
u
@
g
m
ail.co

m

）。

※
こ
の
講
座
は
印
西
市
企
画
提
案
型

協
働
事
業
と
し
て
印
西
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
と
市
民
団
体
「
木
下

ま
ち
育
て
塾
」
が
協
働
し
て
開
催
す

る
市
民
歴
史
講
座
で
す
。

【
防
災
講
演
会
】

「
来
た
る
べ
き
大
災
害
に
備
え
て
」

　
昨
年
発
生
し
た
、
東
日
本
大
震
災

で
は
、
市
内
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
発
生
し
、
中
で
も
液
状
化
に
よ
る

被
害
が
市
内
広
範
囲
で
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
切
迫
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
首
都
直
下
地
震
が
発
生
す
る
と
、

液
状
化
現
象
に
よ
る
住
宅
の
倒
壊
や

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
供
給
停
止
に
よ
り
、

復
旧
ま
で
の
間
は
生
活
が
不
便
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
演
で
は
、
自
分
が
暮
ら
す

地
域
の
災
害
特
性
を
知
り
、
被
害
を

減
ら
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
良
い
か
を
考
え
ま
す
。

　
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
に
は
、
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
大
切
で
す
。

ぜ
ひ
と
も
み
な
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
～
3
時

12

16

　
分
（
開
場
1
時
　
分
）。

30

30

■場 
本
埜
公
民
館
（
中
根
）。

噛
講
師
…
中
井
正
一
氏
（
千
葉
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）。

■費 
無
料
。

■定 
2
0
0
人
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5

2
）。

第
3
回
「
亀
成
川
ホ
タ
ル
の
里

ク
リ
ー
ン
作
戦
」

　
亀
成
川
を
愛
す
る
会
、
美
し
い
手

賀
沼
を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
の
主

催
で
、
亀
成
川
上
流
域
の
ホ
タ
ル
を

守
る
た
め
の
ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。

終
わ
っ
た
ら
、
温
か
い
と
ん
汁
を
ど

う
ぞ
。
別
所
の
獅
子
舞
の
お
話
も
あ

り
ま
す
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

12

10

1
時
　
分
（
雨
天
中
止
）。

30

■場 
印
西
中
学
校
駐
車
場
（
集
合
）。

■対 
小
学
生
～
大
人
。

■定 
　
人
。

50

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
、
新
京
成
線
の

く
ぬ
ぎ
山
駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
紅

葉
が
見
ご
ろ
に
な
る
大
町
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
や
北
海
道
日
本

ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
フ
ァ
ー
ム
の

鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
を
巡
り
、

4
社
が
集
ま
る
駅
、
新
鎌
ヶ
谷
駅
を

目
指
す
約
　
娃
の
コ
ー
ス
で
す
（
北

11

総
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
・
鎌

ケ
谷
市
後
援
）。

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

11

17

30

　
時
。

11※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止
。

■場 
集
合
場
所
…
新
京
成
線
く
ぬ
ぎ
山

駅
（
く
ぬ
ぎ
山
公
園
で
受
け
付
け
）。

■内 
新
京
成
線
く
ぬ
ぎ
山
駅
（
ス
タ
ー

ト
）
→
く
ぬ
ぎ
山
公
園
（
ス
タ
ー
ト

受
け
付
け
）
→
日
枝
神
社
→
大
町
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
→
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鎌
ケ
谷
ス

タ
ジ
ア
ム
→
八
幡
春
日
神
社
→
貝
柄

山
公
園
→
初
富
稲
荷
神
社
→
新
鎌
ヶ

谷
駅
駅
（
ゴ
ー
ル
受
け
付
け
）。

■費 
無
料
（
参
加
特
典
あ
り
）。

■申 
各
駅
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書

（
募
集
チ
ラ
シ
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
け
付
け
へ
持
参
。

■問 
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
（
緯
0
4
7

―
4
4
5
―
7
1
6
1
・
■ＨＰ h

ttp
:/

/w
w
w
.h
o
k
u
so
-railw

ay
.c

o
.jp

）。

「
寺
子
屋
吉
岡
」
市
民
歴
史
講
座

第
四
期
生
募
集

　
明
治
　
年
築
の
歴
史
空
間
で
木
下

24

河
岸
と
江
戸
日
本
橋
に
至
る
舟
運
の

歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

■時 
■内 
臼
　
月
　
日
蚊「
木
下
街
道
と

12

16

木
下
河
岸
」渦
平
成
　
年
1
月
　
日

25

20

蚊「
蒸
気
船
か
ら
み
る
木
下
の
明
治
」

嘘
2
月
　
日
蚊「
印
西
の
街
に
残
る

17

歴
史
的
建
造
物
」唄
3
月
　
日
蚊「
木

17

下
河
岸
と
周
辺
の
村
々
」・
い
ず
れ
も

午
前
　
時
～
　
時
　
分（
全
4
回
、講

10

11

45

座
テ
ー
マ
は
予
定
で
す
）。

■場 
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
（
印
西
市

印
西
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
8
時
　
分
～

12

30

（
受
け
付
け
8
時
～
）。

※
雨
天
の
場
合
は
、　
月
9
日
蚊
。

12

■場 
小
倉
台
小
。

※
　
月
9
日
蚊
に
な
っ
た
場
合
は
、

12
松
山
下
公
園
多
目
的
広
場
。

■対 
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
の
人
。

■費 
一
人
1
街
0
0
0
円
（
昼
食
有

り
）。

■申 
　
月
　
日
蚊
ま
で
に
、
電
話
ま
た

11

25

は
F
A
X
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
・
轟
實

（
緯
／
胃
碓42 
8
4
0
2
）。

第
　
回
印
旛
郡
市

82
　
　
　
　
　
駅
伝
競
走
大
会

　
今
年
で
　
回
目
を
迎
え
る
印
旛
郡

82

市
駅
伝
競
走
大
会
が
、
佐
倉
市
岩
名

運
動
公
園
か
ら
滝
野
小
・
中
学
校
前

を
折
り
返
す
　
・
2
1
娃
コ
ー
ス
で

35

開
催
さ
れ
ま
す
。

■時 
　
月
2
日
蚊
・
午
前
　
時
（
ス

12

10

タ
ー
ト
）
～
午
前
　
時
　
分
（
予
定
）。

11

30

【
中
学
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

［
第
2
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
3
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
境
田
バ
ス
停
。

［
第
6
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
7
中
継
所
］
萩
山
新
田
。

【
一
般
・
高
校
の
部
】

［
第
1
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

［
第
2
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
3
中
継
所
］
滝
野
小
・
中
学
校
前
。

［
第
4
中
継
所
］
本
埜
支
所
。

［
第
5
中
継
所
］
印
旛
中
央
公
園
。

※
い
ず
れ
の
部
も
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
は
岩
名
運
動
公
園
。

※
当
日
、
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
が
沿
線
を

通
行
す
る
際
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。（
緯

碓42 
8
4
1
7
）。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・

　
　
　
　
　
　
　
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
に
お

い
て
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
お
よ
び

利
用
認
定
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
一
般
利
用
に
つ
い
て
は
利
用
認
定

証
取
得
者
の
み
が
利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
公
民
館
、
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ
シ

を
参
照
く
だ
さ
い
。

■時 
　
月
　
日
蚊
・【
教
室
】
午
後
5

12

16

時
～
6
時
　
分
。【
利
用
認
定
会
】

50

午
後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦

部
）。

■定 
各
　
人
。

20

■申 
　
月
　
日
蚊
～
　
月
9
日
蚊
の
間

11

18

12

に
、
申
込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま

で
提
出
（
先
着
順
）。

■他 
申
し
込
み
の
際
に
印
鑑
が
必
要
で

す
。　
　
次
回
は
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
を

25

26

予
定
。
詳
し
く
は
　
月
　
日
発
行
の

12

15

『
広
報
い
ん
ざ
い
』
お
よ
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
。



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

平成２４年（２０１２）１１月１５日号（４）

パート衛

団
塊
世
代
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

　
歳
以
上
の
市
民
で
、
現
在
、
地
域

60で
活
動
さ
れ
て
い
る
人
、
こ
れ
か
ら

地
域
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
、
家
庭
で
介
護
を
し
て
い

る
人
、
施
設
で
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
に
関
わ
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、

地
域
福
祉
や
在
宅
福
祉
に
関
す
る
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
、
胸
の
中
に
あ
る
思
い
を

文
章
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
思
い
が

け
な
い
気
持
ち
や
新
た
な
ひ
ら
め
き

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
作
品
の
発
表
は
、
平
成
　
年
2
月

25

　
日
臥
に
開
催
す
る
第
　
回
印
西
市

16

27

社
会
福
祉
大
会
で
行
い
ま
す
。

【
募
集
要
項
】

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

60

■内 
地
域
へ
の
思
い
に
関
す
る
こ
と

（
題
名
自
由
、
4
0
0
字
詰
め
原
稿

用
紙
2
枚
ま
で
）。

■他 
賞
品
…
最
優
秀
賞
1
作
品
（
商
品

券
2
万
円
）、
優
秀
賞
2
作
品
（
商
品

券
1
万
円
）。

■申 
　
月
　
日
画
（
消
印
有
効
）
ま
で

12

14

に
、
作
品
の
裏
に
①
応
募
者
郵
便
番

号
②
住
所
③
氏
名
④
生
年
月
日
⑤
電

話
番
号
を
記
入
し
、
左
記
へ
直
接
持

参
ま
た
は
郵
送
（
郵
送
に
要
す
る
費

用
は
応
募
者
が
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。

■問 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
〒
2

7
0
―
1
3
2
5
印
西
市
竹
袋
6
1

4
―
9
・
緯
碓42 
0
2
9
4
）。

陸
上
自
衛
隊

　
　
～
高
等
工
科
学
校
生
徒
～

　
3
学
年
修
了
と
同
時
に
高
校
卒
業

得
た
収
益
金
を
も
と
に
お
む
つ
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
品
物
を
お
届
け
し
ま
す
。

■対 
在
宅
で
寝
た
き
り
の
人
、
要
介
護

状
態
で
お
む
つ
を
必
要
と
さ
れ
て
い

る
人
、
障
が
い
児
・
者
の
人
。

■申 
　
月
　
日
画
ま
で
に
電
話
ま
た
は

11

30

F
A
X
で
左
記
へ
。

■問 
印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
・

小
名
木
（
緯
／
胃
碓42 
2
4
0
3
）。

募
集

福
祉

税
金

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

24

の
会
期
は
　
月
　
日
牙
～
　
月
　
日

11

29

12

20

牙
の
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に

休
会
日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

議
会
中
継
を
行
い
ま
す

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

24

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

中
継
（
生
中
継
お
よ
び
録
画
中
継
）

を
行
い
ま
す
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w

.d
iscu
ssv
isio
n
.n
e
t/in
zai

si/in
d
e
x
.h
tm
l

）。

■問 
議
会
事
務
局
。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

24

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
内
容
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
左

記
窓
口
で
閲
覧
可
能
。

■時 
　
月
　
日
俄
～
（
予
定
）。

11

26

※
予
定
日
は
前
後
す
る
場
合
あ
り
。

■場 
▼
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所

1
階
）
▼
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
▼

各
図
書
館
。

■問 
議
会
事
務
局
。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
4
回
市
議
会
定
例
会

24

に
か
け
る
請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期

限
は
、　
月
　
日
我
の
正
午
で
す
。

11

21

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
、
事
前

に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

議
会

収入/執行率収入/支出済額予算現額会　　　　計　
■
特
別
会
計

39．4昏28億9，152万円73億3，124万円歳入
国民健康保険

42．9昏31億4，287万円73億3，124万円歳出
29．0昏4億3，876万円15億 1，556万円歳入

下水道事業
19．5昏2億9，618万円15億 1，556万円歳出
40．9昏15億1，936万円37億1，895万円歳入

介護保険
39．2昏14億5，613万円37億1，895万円歳出
34．5昏1億8，525万円5億 3，729 万円歳入

後期高齢者医療
20．1昏1億    781万円5億 3，729万円歳出

執行率支出済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
出

54．0昏1億5，797万円2億9，274万円議 会 費
42．0昏18億2，824万円　43億4，929万円総 務 費
35．0昏25億7，487万円73億5，036万円民 生 費
35．4昏15億1，894万円42億8，490万円衛 生 費
27．4昏8，021万円2億9，265万円農 林 水 産 業 費
63．9昏2億5，613万円4億      88万円商 工 費
10．3昏4億5，571万円44億1，588万円土 木 費
66．4昏13億4, 376万円20億2，230万円消 防 費
37．0昏19億7，922万円53億4，718万円教 育 費
80．4昏1億7，776万円2億2，110万円災 害 復 旧 費
25．6昏7億5，968万円29億6，346万円公 債 費
0．0昏0円4，350万円予 備 費
34．8昏111億3，249万円319億8，424万円歳 出 合 計

　平成24年度一般会計当初予算額は309億1000万円でしたが、その後
2回の補正が行われ、9月末現在の予算は319億8，424万円（うち前年度
からの繰り越し分が5億364万円）となっています。前年同期比0．1％
の増となりました。
■問 財政課財政班（緯内線481～483）。

平成２４年度上半期の財政状況

収入率収入済額予算現額科　　　　目　
■
一
般
会
計
　
歳
入

6２．４昏9１億６，８７９万円14６億８，５９１万円市 税
３０．4昏1億　 ８４１万円　3億５，７00万円地 方 譲 与 税
4５．４昏1，１３４万円２，５00万円利 子 割 交 付 金
57．3昏886万円1，５４５万円配 当 割 交 付 金
0．0昏0円8６0万円株式譲渡所得割交付金
58．9昏4億1，221万円　７億    　　　円地方消費税交付金
42．2昏6，073万円1億４，４00万円ゴルフ場利用税交付金
39．3昏4，831万円1億２，300万円自動車取得税交付金
98．2昏９，２３０ 万円　　　９，４00万 円地 方 特 例 交 付 金
70．4昏19億2，629万円2７億３，５00万円地 方 交 付 税
57．4昏746万円1，300万円交通安全対策特別交付金
44．4昏3億5，541万円８億　　９９万円分担金及び負担金
44．5昏1億    319万円2億３，185万円使用料及び手数料
31．0昏10億4，932万円33億8，797万円国 庫 支 出 金
11．3昏1億7，382万円15億3，456万円県 支 出 金
35．5昏1，956万円5，514万円財 産 収 入
-       14万円0円寄 附 金
0．0昏0円20億6，071万円繰 入 金

357．7昏13億 　709万円3億6，537万円繰 越 金
27．2昏9億2，645万円34億 　179万円諸 収 入
0．0昏0円12億4，490万円市 債
49．3昏157億7，968万円319億8，424万円歳 入 合 計

資
格
と
自
衛
官
の
身
分
が
得
ら
れ
ま

す
。
願
書
、
受
験
料
は
無
料
。
併
願

受
験
も
可
能
。

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
　
年
4

25

月
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

15

17

の
男
子
。

胸
一
次
試
験
…
平
成
　
年
1
月
　
日
臥
。

25

19

■申 
平
成
　
年
1
月
7
日
俄
（
必
着
）

25

ま
で
に
左
記
へ
。

【
推
薦
採
用
】

■申 
平
成
　
年
　
月
7
日
画
（
必
着
）

24

12

ま
で
に
左
記
へ
。

※
資
料
請
求
な
ど
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本
部
柏
募

集
案
内
所
・
石
津
（
緯
0
4
―
7
1

6
3
―
6
8
8
4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ch
ib

a/

）。

青
色
決
算
説
明
会
・

　
　
　
　
　
消
費
税
等
説
明
会

　
成
田
税
務
署
で
は
、
所
得
税
の
青

色
申
告
決
算
書
の
作
成
や
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
な
ど
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。

■時 
臼
　
月
4
日
峨
渦
　
月
5
日
我

12

12

嘘
　
月
6
日
牙
唄
　
月
7
日
画
・
い

12

12

ず
れ
も
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■場 
臼
市
役
所
渦
千
葉
県
印
旛
合
同
庁

舎
2
階
大
会
議
室
③
成
田
市
中
央
公

印
西
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

　
　
　
　「
お
む
つ
サ
ー
ビ
ス
」

　
例
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
や
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
バ
ザ
ー
な
ど
を
行
い
、

民
館
講
堂
唄
佐
倉
市
志
津
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
。

■問 
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
緯
碓28 
5
1
5
1
・
内
線
2
1
2
）。

※
音
声
案
内
に
し
た
が
っ
て
2
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

怯
第
　
回
無
拳
無
意
求
千
葉
太

20

極
拳
交
流
表
演
会

■時 
　
月
8
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

12

30

午
後
3
時
　
分
。

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
（
浦
部
）。

■内 
千
葉
県
各
地
の
　
団
体
に
よ
る
表

15

演
。

■費 
無
料
（
一
般
見
学
者
の
席
を
多
数

確
保
し
て
い
ま
す
）。

■申 
不
要
。

■問 
印
西
太
極
拳
同
好
会
・
加
藤
（
緯

碓97 
3
7
1
4
）。

怯
W
I
S
C
―
鋭
検
査
結
果
理

解
セ
ミ
ナ
ー

　
知
能
検
査
「
W
I
S
C
―
鋭
」
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
検
査
結
果
）
を
理

解
し
て
、
そ
の
子
の
本
当
の
能
力
を

知
り
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
学
ぶ
。

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
後
4
時
～
6
時
。

12
■場 
興
学
社
高
等
学
院
（
松
戸
市
新
松

戸
4
―
3
5
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
受
講
料
無
料
。

■申 
　
月
　
日
我
ま
で
に
電
話
で
左
記

11

28

へ
。

■問 
N
P
O
法
人
興
学
社
教
育
研
究
所

（
緯
0
4
7
―
3
0
9
―
7
7
1

5
）。

怯
無
料
債
務
相
談
窓
口

　
借
金
返
済
で
お
悩
み
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
専
門
相
談
員
が
電
話
や
来
所

で
相
談
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
、
法

律
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■時 
祝
祭
日
を
除
く
平
日
・
午
前
8
時

　
分
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
　

30

30

分
。

■場 
千
葉
財
務
事
務
所
（
千
葉
市
）。

■問 
財
務
省
千
葉
財
務
事
務
所
・
債
務

相
談
窓
口
（
緯
0
4
3
―
2
5
1
―

7
8
3
0
）。

怯
第
　
回
千
葉
県
国
民
健
康
保
険

61

直
営
診
療
施
設
医
療
学
会
市
民
公

開
セ
ミ
ナ
ー
「
震
災
と
地
域
医
療
」

■時 
　
月
　
日
画
。

11

30

■場 
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
（
千
葉

市
）。

■内 
▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
震
災
の
医
療

支
援
の
経
験
と
今
後
へ
の
提
言
」

（
午
後
2
時
　
分
～
4
時
5
分
）
噛

25

出
演
…
菅
野
武
氏（
宮
城
県
丸
森
町

国
民
健
康
保
険
丸
森
病
院
内
科
医

長
）ほ
か
▼
特
別
講
演「
自
分
と
い

う
人
生
の
長
距
離
ラ
ン
ナ
ー
」（
午

後
4
時
　
分
～
5
時
　
分
）
噛
講
師

20

20

…
増
田
明
美
氏（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
大
阪
芸
術
大
学
教
授
）。

■問 
花
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
施
設
医
療
学
会
 髙
石
・
梅
田
（
緯

0
4
3
―
2
5
6
―
8
8
0
1
）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

　千葉県警察では各種犯罪に遭い、困ってい
るみなさんのために、相談窓口を開設してい
ます。一人で悩まず、ご相談ください。
葛相談サポートコーナー
　緯043－227－9110（プッシュ・携
　帯「♯9110」）
葛女性被害110番
　緯043－223－0110
葛少年センター（ヤング・テレホン）     　
　緯0120－783497
葛女性相談所（電車内における痴漢など）　
　緯0120－048224
　※メールによる相談(tekkeisoudan
　@police.pref.chiba.jp)
葛暴力団相談 
　緯043－254－8930
葛印西警察署警務課
　緯碓42 0110

犯罪被害者相談の窓口に
ご相談ください



印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（５）平成２４年（２０１２）１１月１５日号
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紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙紙

市職員給市職員給与与・・定員の状況などの公定員の状況などの公表表
　市では、「印西市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」を定めています。
　ここでは、市民のみなさんに、市の人事行政についての理解を深めていただくため、職員の
給与や職員数、勤務条件などの状況についてお知らせします。
　なお、詳しい内容は、市ホームページでご覧になれます。
■問 総務課人事職員班（緯内線433、434・■HP http://www.city.inzai.chiba.jp）。

（参考）2２年度の
人 件 費 率

人件費率人件費実質収支歳出額住民基本台帳人口区分 （Ｂ／Ａ）（Ｂ）（Ａ）（年度末）
％％千円千円千円（24年3月31日）23年度 17．919．35,836,０442,741,71430，２９8，90090，４65人

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

★人件費の状況（普通会計決算）

1人当たり給与費給　　　与　　　費職員数区　分 （Ｂ／Ａ）計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　料（Ａ）
千円千円千円千円千円670人23年度 6，2824,２08,7571,000,967６13,2132,594,577

（注）１．職員手当には、退職手当は含みません。
　　  ２．職員数は、平成23年4月1日現在の一般職に属する職員数です
　　　　（常勤の任期付職員を含み、教育長を除く）。

★職員給与費の状況（普通会計決算）

（平成24年4月1日現在）★職員の初任給の状況
国千　葉　県印　西　市区　　　分
181，200円Ⅰ種178，800円178，800円大学卒一般行政職 172，200円Ⅱ種
140，100円144，500円144，500円高校卒
－144，500円141，900円高校卒技能労務職 －133，100円129，200円中学卒
－－180，700円大学卒医療技術職

（栄養士） －163，200円163，200円短大卒
－209，800円212，800円大学卒看護・保健職

（保健師） －203，900円203，900円短大３卒

46千円支給実績（平成 23年度決算）

特殊勤務
手　　当
（普通会計）

3，825円支給対象職員1人当たり平均支給年額
2％職員全体に占める手当支給職員の割合
4手 当 の 種 類（ 手 当 数 ）

日額３００円感染症処理手当

手当の名称
および
支給単価

日額３００円（ただし、月３，０００円以内）税 務 手 当
日額４００円ご み 処 理 手 当

取り扱い１件につき
病人２，０００円
死亡人３，０００円

行旅病人及び行
旅死亡人取扱手

当

163，988千円支 給 総 額23年度時　間　外
勤務手当
（普通会計）

191千円職員 1人当たり支給年額
196，247千円支 給 総 額22年度 225千円職員 1人当たり支給年額

（注）職員1人当たり平均支給年額は、各年度4月1日現在の職員数（短時間
　　  勤務職員を含む）で除した額です。

全地域支 給 対 象 地 域

地域手当
（平成24年4
月1日現在）
（普通会計）

８％支 給 率
663人支 給 対 象 職 員 数
15％国 の 制 度 （ 支 給 率 ）

218,876千円支給実績（平成 23年度決算）

330,628円支給対象職員1人当たり平均支給年額
（ 平 成 2 3 年 度 決 算 ）

（注）１．支給対象職員数は、平成24年4月1日現在の職員数です（短時間勤務
　　　  職員を除く）。
　　  ２．支給職員1人当たり平均支給年額は、実支給人数で除した額です。
　　  ３．地域手当とは、公務員給与と民間賃金の地域間格差の事情などに応じ、
　　　　調整する手当です。

国印　　西　　市区　分

－1人当たり平均支給額（平成23年度）

期末手当
勤勉手当

1，541千円
（平成23年度支給割合）（平成23年度支給割合）

期末手当　　勤勉手当  　　　　　　 期末手当　　勤勉手当
 ６月期　　1．225月分　0．675月分  ６月期　　1．225月分　0．675月分
12月期　　1．375月分　0．675月分 12月期　　1．375月分　0．675月分
　計　　　2．60月分　　1．35月分　計　　　2．60月分　　1．35月分
職制上の段階、職務の級などによる加算措置

　　　　・役職加算…５～２０％
　　　　・管理職加算…１０～２５％

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
・役職加算…５～２０％

   （支給率）　 　自己都合　　勧奨・定年  （支給率）  　　自己都合　　勧奨・定年

退職手当

勤続２０年  ２３．５０月分    ３０．５５月分勤続20年  23.50月分　30．55月分
勤続２５年　３３．５０月分　４１．３４月分勤続２５年　３３．５０月分　４１．３４月分
勤続３５年　４７．５０月分　５９．２８月分勤続３５年　４７．５０月分　５９．２８月分
最高限度額     ５９．２８月分　５９．２８月分最高限度額  　５９．２８月分　５９．２８月分

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（２％～２０％）

その他の
加算措置

－退 職 時
特別昇給－退 職 時

特別昇給

－1人当たり
平均支給額16，927千円1人当たり

平均支給額
（注）1．退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種の職員に支給さ
　　　れた平均額です。
　　２．期末勤勉手当とは、民間における賞与に相当する手当です。

★職員手当の状況

技　能　労　務　職一　般　行　政　職区　分 平均年齢平均給与月額平均給料月額平均年齢平均給与月額平均給料月額
52．4歳326，554円279，700円43．9歳433，333円346，800円印西市

（注）給与月額とは、月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退
　　 職手当を除くすべての手当）の合計をいいます。

（平成24年4月1日現在）★職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

★公平委員会業務の状況

　公平委員会とは、職員の利益の保護と公正な人事権の行使を保証するための機
関です。平成23年度の千葉県市町村公平委員会業務の状況に関する報告について
は下表のとおりです。

該当する案件はなかった
1．勤務条件に関する措置の要求に係る事項
2．不利益処分に関する不服申し立てに係る事項

合計部分休業育児休業

０００
男性職員

０００
12０12

女性職員
17０17
12０12

計
17０17

（注）上段は、平成23年度中に新たに育児休業（部分休業）取得した人数。下段は平成22年度から
　　23年度にかけて引き続き育児休業（部分休業）している人数です。

★育児休業および部分休業の取得状況
区分

職員

★職員の年次有給休暇の取得状況 （平成23年1月1日～平成23年12月31日）

平均取得日数制度概要

14.1日1年につき20日付与
残日数（20日上限）を翌年に繰越可

合
計派遣終了任期満了自己都合公務外

死亡退職勧奨退職定年退職

308351310人数

★職員の退職状況 （平成23年4月1日～平成24年3月31日）

事由

増減職　　員　　数区　　分
平成24年平成23年部　　門

－5488493一 般 行 政
（7）（189）（182）（ う ち 福 祉 部 門 ）
－1142143教 育
05353公 営 企 業 な ど
－6683689計

★定員の状況・部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

計
８級７級６級５級４級３級２級１級区　　分
部長課長

主幹副主幹主査主査補主任主事
主任技師

主事主事補標 準 的 な 職 参事技師技師補

4711569426515883309職員数（人）
（福祉職を除く）

１００3．214．68．913．833．617．66.41．9構成比（％）

１００3.413．510．610．632．122．86.10.9１年前の
構 成 比参

　
考 １００2．514．89．312．019．337.24.00.9５年前の
構 成 比

（注）１．印西市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
        ２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

★一般行政職の級別職員数の状況 （平成24年4月1日現在）

給料月額など区　　　分給料月額など区　　　分
（平成23年度支給割合）
　6月期　1．90月分　　
　12月期　2．05月分　　

計　3．95月分　　

議　　　長
副　議　長
議　　　員

期
末
手
当

824，500円
（850，000円）市　　　長

給
料 688，700円

（710，000円）副　市　長

【算定式】
824，500円×
　在職月数×0．35（支給率）
【1期の手当額】

1，386万円
【支給時期】任期毎

市　　　長

退
職
手
当

430，000円
360，000円
340，000円

議　　　長
副　議　長
議　　　員

報
酬

　　　５昏
市　　　長地

域
手
当 【算定式】

688，700円×
　在職月数×0．25（支給率）
【1期の手当額】　827万円
【支給時期】任期毎

副　市　長

副　市　長

（平成23年度支給割合）
　6月期　1．85月分　　
　12月期　2．00月分　　

計　　3．85月分　　

市　　　長

副　市　長

期
末
手
当
（注）１．給料および地域手当の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　２．退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基
　　　　 づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

★特別職の報酬などの状況 （平成24年4月1日現在）
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江
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と
下
利
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結
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の
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江
戸
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1
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で
は
追
い
つ
か
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
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で
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連
ね
た
と
い
う
。

　
そ
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吉
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に
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、
名
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明
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す
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23

リ
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ニ
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吉
岡
ま
ち
か
ど
博
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」

広報レポーター： 岡田  
お か だ

 芳文 （平賀）
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傷
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を
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掲載情報は10月29日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　「
印
旛
特
別
支
援
学
校
」（
平
賀

1
1
6
0
―
2
）
は
、
県
立
の
学

校
で
す
。
訪
問
し
た
時
は
下
校
時

で
、
生
徒
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
家

族
の
車
な
ど
で
帰
宅
す
る
時
間
帯

で
し
た
。
そ
ん
な
慌
た
だ
し
い

中
、
小
林
克
彦
校
長
と
砂
川
博

延
教
頭
が
、
丁
寧
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
知
的
障
害
や
重
複

し
た
障
害
の
あ
る
小
学
部
、
中

学
部
、
高
等
部
の
児
童
・
生
徒

を
一
体
的
に
教
育
す
る
学
校
で
、

現
在
2
0
7
人
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
　
人
は
、
今

15

年
4
月
か
ら
佐
倉
南
高
校
に
開

設
さ
れ
た
「
さ
く
ら
分
校
」
に

通
学
中
。
現
在
、
児
童
・
生
徒

数
が
増
加
し
て
き
た
た
め
教
室

が
足
ら
ず
、
特
別
教
室
を
普
通

教
室
に
充
て
て
対
応
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
砂
川
教
頭
に
教
育
指
導
の
重

点
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
と

「
小
学
部
で
は
、
食
事
や
着
替

え
、 排
泄
 な
ど
の
基
本
的
な
生

は
い
せ
つ

活
の
力
、
中
学
部
で
は
社
会
生

活
に
向
け
、
自
分
を
発
揮
で
き

る
力
、
高
等
部
で
は
就
職
や
施

設
で
の
仕
事
を
目
指
し
て
社
会

参
加
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
、
ま
た
い
ず
れ
の
学
部
で

も
自
分
の
役
割
を
担
っ
て
果
た

そ
う
と
す
る
態
度
や
姿
勢
を
育

て
る
」
と
の
こ
と
。

　
校
内
を
巡
る
と
、
廊
下
や
踊

り
場
は
、
ゆ
っ
た
り
と
広
く
各

校
舎
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
備

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
車

い
す
用
昇
降
口
の
ス
ロ
ー
プ
、

手
す
り
の
付
い
た
ト
イ
レ
な
ど

随
所
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
配
慮

が
見
ら
れ
ま
す
。
高
等
部
に
は
、

工
芸
室
・
木
工
室
・
陶
芸
室
・

手
芸
室
な
ど
の
作
業
室
が
あ
り
、

各
々
の
教
室
の
棚
や
机
上
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
作
り
の
作
品
が

沢
山
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
同
校
で
毎

年
　
月
に
開
催
す
る
「
い
ん
ば

10
祭
り
」
や
よ
し
き
り
フ
ェ
ア
で

も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

代
に
は
相
次
ぎ
蒸
気
船「
銚
港
丸
」

を
建
造
、
日
本
最
大
の
個
人
汽
船

業
者
に
な
っ
た
（
吉
岡
ま
ち
か
ど

博
物
館
改
修
記
録
か
ら
）。

　
ま
ち
育
て
塾
の
伊
藤
会
長
は

「
木
下
駅
圏
に
は
今
も
　
数
棟
の

10

蔵
・
町
屋
が
あ
る
が
、
朽
ち
果
て

る
運
命
の
も
の
も
多
い
。
町
の
宝

と
し
て
保
存
・
活
用
を
進
め
た
い
。

そ
れ
が
街
お
こ
し
に
つ
な
が
れ
ば

…
」
と
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
毎
月
第
三
日
曜
日
に
は
木
下

の
歴
史
を
学
ぶ
市
民
公
開
講
座

「
寺
子
屋
吉
岡
」（
会
場
は
博
物
館

2
階
）
を
開
催
。
ま
た
、
随
時
市

民
ウ
ォ
ー
ク
会
を
催
し
て
お
り

「
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

木
下
の
良
さ
を
実
感
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

■問 
木
下
ま
ち
育
て
塾
（
■ＨＰ h

ttp
:/

/k
io
ro
sh
im
ach
iju
k
u
.w

e
b
.fc2
.co
m
/

）。

木
工
室
で
教
材
準
備
中
の
先
生
の

ご
厚
意
で
、
生
徒
の
作
っ
た
木
製

の
コ
ー
ス
タ
ー
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
、

マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
な
ど
を
拝
見
。

い
ず
れ
も
木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か

し
、
丁
寧
に
心
の
こ
め
ら
れ
た
製

品
で
、
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
の

明
る
い
笑
顔
で
学
習
す
る
姿
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。
同
時
に
、

教
職
員
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
支

援
の
姿
を
感
じ
ま
し
た
。

　
取
材
中
、
砂
川
教
頭
か
ら
「
市

民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
毎
年
9
月

に
行
わ
れ
る
学
校
公
開
日
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
に
ぜ
ひ
当

校
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
こ
と
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
い
う
話
を
伺
い
、
そ

れ
が
心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
緯
碓98 
2

2
0
0
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.c

h
ib
a-c.e

d
.jp
/in
b
a-sh
/

）。

広報レポーター：
 阿部   純 （小倉台）
あ　べ じゅん 印旛特別支援学校

▲閑静な住宅街に隣接する印旛
特別支援学校の外観

▲高等部の生徒によ
る真心こもった作品

滑伊藤会長（左）の説
明で一階の展示コーナ
ーを見学。中には資料
がズラリ

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

臼ハイローベット＆チェア（４千円）②しおん幼稚園の制服・ブレザー・スカー
ト③しおん幼稚園の帽子一式④しおん幼稚園の赤バック⑤しおん幼稚園の体操
服⑥バストロンボーン（６万円程度）⑦碁盤（３寸足付き）と碁石セット（１千
円）⑧琴（楽器）⑨ノートパソコン（１万円）⑩電子レンジ（４千円）。

①大森小学校男子体操服②ピアノ（アップライト）③印西中学校の女子用制服と運動
着④しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑤天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦  ベビーカー⑨補聴器。

葛二階では年4回に分け
「寺子屋吉岡」を開催

▲「吉岡まちかど
博物館」の外観

▲「いんば祭」で
にぎわう校内
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